
忠
清
監
営
『
詞
訟
録
』
に
つ
い
て

山
内
　
民
博

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
『
詞
訟
録
』
と
い
う
朝
鮮
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
図
書
館
の
朝
鮮
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
阿
川
文
庫
に
含
ま
れ
る
史

料
で
、
全
二
四
冊
。
一
九
世
紀
末
葉
に
忠
清
道
の
監
営
で
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
訴
訟
・
請
願
の
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
に

も
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
忠
清
監
営
で
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
詞
訟
録
』
二
二
冊
が
あ
り
、
両
者
あ
わ
せ
る
と
四
六
冊
に
及
ぶ
忠
清
監
営
の
訴
訟
．

請
願
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
民
が
官
に
提
出
す
る
訴
訟
・
請
願
文
書
に
所
志
・
単
子
・
上
書
・
議
送
な
ど
が
あ
り
、
ま
と
め
て
所
志
類
な
い
し
民
状
と
呼
ば
れ
る
。
所
志
類
を
接
受

し
た
官
で
は
そ
の
概
要
を
記
録
に
残
す
こ
と
が
あ
り
、
一
九
世
紀
以
降
、
地
方
官
衙
で
作
成
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
少
な
か
ら
ず
現
在
に
伝
わ
っ
て
い

る
。
名
称
に
は
「
所
志
謄
書
冊
」
「
民
状
置
簿
冊
」
「
民
状
草
概
」
「
訟
案
」
「
題
辞
案
」
「
詞
訟
録
」
な
ど
様
々
あ
る
が
、
今
日
で
は
総
称
し
て
民
状
置
簿

冊
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
為
．
こ
れ
ま
で
も
民
状
置
簿
冊
は
地
方
官
衙
の
司
法
機
能
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
当
時
の
喋
の
諸
側
面
を
伝
え

る
史
料
と
し
て
利
用
゜
分
析
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
忠
清
監
営
『
詞
訟
録
』
は
ほ
と
ん
ど
関
心
の
対
象
と
は
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

東
京
大
学
総
合
図
書
館
阿
川
文
庫
本
（
以
下
、
阿
川
本
）
と
奎
章
閣
所
蔵
本
（
以
下
、
奎
章
閣
本
）
を
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
る
な
ら
、
民
状
置
簿

冊
の
中
で
量
的
に
も
っ
と
も
豊
富
な
も
の
と
い
え
、
ま
た
研
究
対
象
と
な
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
道
1
1
監
営
レ
ベ
ル
の
置
簿
冊
で
も
あ
る
点
、
ま
ず
は

注
目
す
る
に
値
す
る
史
料
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
こ
の
忠
清
監
営
『
詞
訟
録
』
に
つ
い
て
阿
川
本
を
中
心
に
紹
介
し
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
つ
つ
『
詞
訟
録
』
と
い
う
史
料
の
性
格
に
つ
い
て

1



考
え
て
み
た
い
。
今
後
の
『
詞
訟
録
』
を
利
用
し
た
研

究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
　
『
詞
訟
録
』
の
概
要

1
　
阿
川
本
『
詞
訟
録
』
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

阿
川
本
『
詞
訟
録
』
二
四
冊
を
示
す
と
表
1
と
な
る
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
写
本
で
無
界
、
作
成
・
書
写
の
担
当
者
や
作
　
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訟

成
地
に
関
す
る
直
接
の
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
四
　
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

針
で
線
装
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
さ
は
冊
ご
と
に
違
い
、
　
本

お
お
よ
そ
縦
は
二
四
～
三
〇
㎝
、
横
は
一
七
～
二
〇
㎝
。
　
阿

張
数
も
三
五
～
一
四
一
張
と
冊
ご
と
に
相
当
差
が
あ
る
。
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

字
は
楷
書
に
近
く
、
半
張
に
六
行
な
い
し
八
行
の
も
の

が
多
い
。
行
数
は
一
冊
の
中
で
は
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い

る
。
保
存
状
態
は
一
部
破
損
個
所
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

全
体
に
は
良
好
で
あ
る
。

表
紙
の
記
載
事
項
は
冊
ご
と
に
や
や
異
な
る
が
、
後

代
に
表
紙
が
補
修
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
三
冊
以
外
は
い

ず
れ
も
左
肩
に
「
詞
訟
録
第
一
」
あ
る
い
は
「
詞
訟
録
」

年
定
推

聡
　
　
　
　
　
　
備
茄
　
　
　
　
　
　
麗
離
”
”
”
”
”
”
”
”
鍛
”
”
”
”
”
”
”
”
”
離
”
”
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

間
期
録
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
∩
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
日
月
日
日
日
日
日
日
日
子
　
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
2
7
6
2
9
2
9
3
0
2
9
3
0
2
9
3
0
　
戊
　
2
9
3
0
3
0
3
0
2
9
2
9
3
0
2
9
2
7
2
9
3
0
2
9
3
0
2
4
～
～
～
～
～
～
～
～
～
　
～
　
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
1
3
2
8
1
1
2
1
1
1
1
1
　
2
8
　
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
3
3
1
1
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
5
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
　
1
2
　
2
3
4
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
2
3
4
戌
戌
戌
戌
戌
戌
戌
戌
戌
亥
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
丑
丑
丑
丑
丙
丙
丙
丙
丙
丙
丙
丙
丙
丁
戊
戊
戊
戊
戊
戊
戊
戊
戊
戊
己
巳
己
己

等
支
干
題
表

鰹
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
十
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
始
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
十
　
　
　
　
　
　
　
日
日
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
日
十
二
　
　
日
　
　
日
日
月
月
月
日
日
日
日
日
日
日
日
日
月
月
日
　
　
日
日
月
月
　
　
月
　
　
月
月
一
二
二
月
月
月
月
月
月
月
月
月
一
二
月
　
　
月
月
五
五
　
　
七
　
　
九
十
十
十
十
正
二
三
四
六
七
八
九
十
十
十
正
　
　
三
四
酷
醐
澱
議
離
核
好
好
好
好
好
好
好
好
癬
好
溺
講
建
輔
翫
七
八
九
　
　
　
　
　
　
薦
録
録
　
　
録
　
　
録
録
録
録
録
　
　
録
録
録
録
録
録
録
録
録
録
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
録
訟
訟
　
　
訟
　
　
訟
訟
訟
訟
訟
　
　
訟
訟
訟
訟
訟
訟
訟
訟
訟
訟
訟
　
　
訟
訟
詞
詞
　
　
詞
　
　
詞
詞
詞
詞
詞
　
詞
詞
詞
詞
詞
詞
詞
詞
詞
詞
詞
　
　
詞
詞

号
番

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
　
　
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
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な
ど
と
墨
書
さ
れ
、
中
央
か
ら
右
の
下
寄
り
に
干
支
と
月
日
な
ど
記
事
収
録
期
間
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
第
一
行
は
干
支
と
月
日
で
始
ま
る
も
の
が

多
く
、
第
一
・
第
二
・
第
八
冊
の
み
一
行
目
に
干
支
等
に
加
え
「
詞
訟
録
」
の
文
字
が
み
え
る
。
全
冊
通
し
て
本
文
は
日
付
の
あ
と
に
訴
訟
．
請
願
記

録
が
続
く
形
で
、
奥
書
な
ど
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
官
印
等
も
な
い
。

　
第
一
冊
を
例
に
と
る
な
ら
、
表
紙
左
側
に
「
詞
訟
録
第
一
」
と
墨
書
さ
れ
、
右
肩
に
「
上
」
、
右
下
に
「
丙
戌
五
月
十
三
始
二
十
七
日
終
」
と
あ
る
。

冒
頭
半
張
を
引
用
す
る
と
、

　
　
　
丙
戌
五
月
　
日
詞
訟
録

　
　
　
　
　
　
十
三
日

　
　
一
平
沢
老
山
浦
民
等
、
呈
以
稜
山
柳
川
牙
山
屯
浦
旅
閣
処
潜
売
之
物
件
、
依
完
文
定
式
公
決
事

　
　
題
湖
考
文
蹟
従
便
以
給
向
事
　
牙
山
官
／
稜
山
官

　
　
一
稜
山
柳
都
正
宅
奴
守
業
、
呈
以
　
宅
起
墾
沓
七
斗
落
賭
租
已
為
備
納
、
而
張
洪
両
宅
又
為
横
侵
事

　
　
題
詳
査
以
給
無
至
呼
冤
向
事
　
兼
官

と
、
日
付
に
続
い
て
一
件
ご
と
に
コ
」
字
の
後
に
提
訴
・
請
願
者
の
居
住
地
姓
名
、
訴
・
請
願
概
要
、
監
営
の
題
辞
（
題
）
と
宛
先
が
吏
読
ま
じ
り

の
漢
文
で
記
さ
れ
る
。
以
下
、
五
月
二
十
七
日
ま
で
記
事
の
な
い
日
を
除
く
と
十
二
日
間
、
一
六
五
件
の
記
事
が
第
一
冊
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
右

二
件
の
記
事
は
紛
争
の
解
決
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
「
一
鎮
苓
儒
生
等
呈
以
、
本
邑
客
舎
頽
堀
、
以
社
倉
放
買
修
補
之
地
事
」
（
丙
戎
七

月
初
三
日
）
と
い
っ
た
請
願
記
事
も
多
い
。
儒
生
が
客
舎
の
補
修
の
た
め
社
倉
穀
物
の
放
買
許
可
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
免
税
、
放
釈
、
孝

子
烈
女
の
表
彰
（
施
表
）
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
請
願
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
記
事
か
ら
み
て
、
本
『
詞
訟
録
』
が
訴
訟
・
請
願
の
概
要
と
題
辞
を
記
録
し
た
民
状
置
簿
冊
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
提
訴
．

請
願
者
の
居
住
地
名
と
し
て
は
右
に
み
え
る
平
沢
・
稜
山
の
ほ
か
、
公
州
・
清
州
な
ど
忠
清
道
各
地
の
郡
県
（
邑
）
名
が
全
冊
に
わ
た
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
。
か
つ
平
沢
・
稜
山
の
例
の
よ
う
に
題
は
忠
清
道
内
各
邑
守
令
に
対
す
る
指
示
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
と
き
に
兵
営
．
水
営
へ
の
指
示
も
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
営
吏
の
休
暇
申
請
な
ど
監
営
蔑
の
業
務
に
か
か
わ
る
記
事
も
散
見
乳
翠
以
上
の
韓
琳
及
び
嚢
の
共
程
か
ら
み
て
、
こ
の
二
四
冊
の
史
3



料
は
忠
清
監
営
で
接
受
し
た
訴
訟
・
請
願
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
紙
や
本
文
に
記
さ
れ
た
干
支
月
日
以
外
に
は
収
録
・
作
成
時
期
を
明
示
す
る
記
述
は
な
い
。
干
支
は
丙
戌
・
丁
亥
・
戊
子
・
己
丑
の
四
年
に
わ
た
っ

て
い
る
が
、
日
付
も
あ
わ
せ
て
み
れ
ば
、
丙
戌
五
月
十
三
日
か
ら
丙
戌
十
二
月
ま
で
の
九
冊
と
丁
亥
十
二
月
末
か
ら
己
丑
四
月
ま
で
戊
子
五
月
を
除
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
一
五
冊
に
分
け
ら
れ
る
。
丙
戌
九
月
初
七
日
の
記
事
に
「
海
防
営
」
、
丙
戌
九
月
二
十
三
日
に
は
「
雲
蜆
宮
」
が
み
え
る
。
海
防
営
は
高
宗
二
一
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

八
八
四
年
）
に
設
置
さ
れ
、
同
二
五
年
に
他
営
と
あ
わ
せ
統
衛
営
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
雲
蜆
宮
は
周
知
の
と
お
り
興
宣
大
院
君
の
宮
で
あ
る
。
ま
た
、

戊
子
九
月
初
八
日
の
記
事
で
は
「
日
本
人
土
田
」
が
穀
物
を
鴻
山
で
買
い
つ
け
た
も
の
の
地
方
官
に
よ
り
搬
出
を
禁
じ
ら
れ
た
と
し
て
穀
主
に
対
し
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

金
の
返
還
を
求
あ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
内
地
行
商
が
進
む
の
は
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
勘
案
す
る
な
ら
、
丙
戌
、
丁
亥
、

戊
子
、
己
丑
の
四
年
は
高
宗
二
一
二
年
（
一
八
八
六
年
）
か
ら
二
六
年
（
一
八
八
九
年
）
に
あ
た
る
と
み
て
問
題
な
か
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
詞
訟
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
監
営
へ
の
提
訴
・
請
願
に
対
し
題
辞
が
出
さ
れ
た
干
支
日
付
で
あ
っ
て
、
『
詞
訟
録
』
自
体
の
作

成
時
期
で
は
な
い
。
た
だ
後
論
す
る
よ
う
に
詞
訟
業
務
と
民
状
置
簿
冊
の
作
成
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

4

2
　
奎
章
閣
本
『
詞
訟
録
』
の
概
要

　
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
忠
清
監
営
で
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
詞
訟
録
』
は
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
に
も
二
二
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
奎
章
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

本
『
詞
訟
録
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
沈
載
祐
氏
及
び
金
仙
卿
氏
に
よ
る
解
題
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
両
氏
の
解
題
に
も
と
づ
き
そ
の
概
要
を
述
べ
た
い
。

　
奎
章
閣
に
は
五
種
の
『
詞
訟
録
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
二
種
が
忠
清
監
営
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
〈
古
五
一
二
五
－
八
八
〉
本
二

一
冊
と
〈
古
五
一
二
五
ー
八
一
〉
本
一
冊
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
〈
古
五
一
二
五
－
八
八
〉
本
は
第
一
冊
表
紙
に
「
忠
清
道
詞
訟
録
」
と
書
か
れ
、
第
二
冊
か
ら
二
一
冊
ま
で
は
「
詞
訟
録
」
と
記
さ
れ
る
。
大
部
分
の

冊
の
表
紙
に
は
干
支
と
月
日
が
記
さ
れ
、
内
容
は
日
付
に
続
い
て
訴
訟
・
請
願
の
概
要
と
題
辞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
干
支
に
よ
っ
て
各
冊
を
分
け
れ



ば
丁
亥
年
が
七
冊
、
己
丑
年
三
冊
、
庚
寅
年
五
冊
、
辛
卯
年
六
冊
で
あ
る
。
記
事
中
、
提
出
者
の
居
住
地
に
は
、
礼
山
．
魯
城
．
結
城
な
ど
忠
清
道
各

地
の
郡
県
が
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
守
令
や
鎮
営
に
処
理
を
指
示
す
る
題
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
題
を
出
し
た
の
は
忠
清
道
観
察
使
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
一
冊
に
は
丁
亥
閏
四
月
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
時
代
後
期
に
閏
四
月
の
あ
る
丁
亥
年
は
一
口
同
宗
二
四
年
（
一
八
八
七
年
）
の
み
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
丁
亥
年
は
高
宗
二
四
年
、
己
丑
か
ら
辛
卯
は
同
二
六
年
（
一
八
八
九
年
）
か
ら
二
八
年
（
一
八
九
一
年
）
に
あ
た
る
。

　
〈
古
五
一
二
五
－
八
一
〉
本
一
冊
は
、
表
紙
に
「
詞
訟
録
」
と
題
さ
れ
、
庚
寅
六
月
一
五
日
か
ら
七
月
初
七
日
ま
で
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
〈
古
五
一
二
五
－
八
八
〉
本
と
同
様
で
あ
り
、
忠
清
監
営
に
提
出
さ
れ
た
訴
訟
・
請
願
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
華
商
の
訴
状
や
戸
布
に
言
及
し

覧

一剥
ま

訟詞
　営

監
清
忠
　
表 年

定
推

劇
〃
〃
〃
…
劇
…
〃
繋
〃
〃
〃
…
〃
〃
翻
…
〃
”
劇
”
”
”
”
”
讃
”
”
”
”
”

間
期
録
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
日
　
鍼
騰
　
購
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
蔵
所
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た
記
事
が
あ
る
点
か
ら
み
て
、
庚
寅
年
は
高
宗
二
七
年
（
一
八
九
〇
年
）
に
あ
た
る
。

　
以
上
、
先
学
の
解
題
に
よ
っ
て
簡
単
に
奎
章
閣
本
『
詞
訟
録
』
を
紹
介
し
た
が
、
阿
川
本
『
詞
訟
録
』
と
同
じ
く
忠
清
監
営
で
作
成
さ
れ
た
民
状
置
簿

冊
で
あ
り
、
時
期
的
に
も
近
接
す
る
本
来
一
連
の
記
録
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
表
2
は
阿
川
本
と
奎
章
閣
本
の
記
事
収
録
期
間
を
一
覧

し
た
も
の
で
あ
る
。
奎
章
閣
本
丁
亥
年
の
七
冊
は
、
阿
川
本
の
第
九
冊
と
第
一
〇
冊
の
問
に
位
置
し
、
奎
章
閣
本
己
丑
年
以
下
一
四
冊
は
阿
川
本
第
二

四
冊
の
後
に
く
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
漏
落
部
分
は
少
な
く
な
い
も
の
の
高
宗
二
三
年
か
ら
二
八
年
ま
で
の
六
年
間
、
お
お
よ
そ
四
五
月
程
度
に
わ

た
る
忠
清
監
営
の
訴
訟
・
請
願
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
現
存
す
る
地
方
官
衙
の
民
状
置
簿
冊
と
し
て
は
も
っ
と
も
豊
富
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
と
い
え
る
。
な
お
、
忠
清
監
営
の
民
状
置
簿
冊
は
今
の
と
こ
ろ
こ
の
『
詞
訟
録
』
四
六
冊
が
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
『
詞
訟
録
』
の
伝
来
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
阿
川
文
庫
は
阿
川
重
郎
が
朝
鮮
で
収
集
し
た
朝
鮮
本
を
一
九
二
五
年
に
凍
京
大
学
文
学
部
で
購
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
も
の
が
主
を
な
す
こ
と
か
ら
し
て
、
公
州
の
忠
清
監
営
で
保
管
さ
れ
て
い
た
『
詞
訟
録
』
が
併
合
を
前
後
す
る
時
期
に
散
逸
し
、
一
部
が
阿
川
の
手
を

経
て
東
京
大
学
に
、
一
部
が
奎
章
閣
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

6

3
　
忠
清
監
営
と
監
営
詞
訟

　
本
『
詞
訟
録
』
が
忠
清
道
の
監
営
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
『
詞
訟
録
』
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
こ
の
節
で
は
忠

清
監
営
と
監
営
に
お
け
る
詞
訟
業
務
の
概
略
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
忠
清
道
に
は
他
道
と
同
じ
く
観
察
使
一
員
（
従
二
品
）
が
置
か
れ
、
査
四
の
郡
県
を
擁
す
る
忠
清
道
を
統
治
し
て
い
た
。
監
司
と
も
呼
ば
れ
る
観
察
使

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
「
偬
治
一
道
之
政
」
と
い
う
表
現
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
道
統
治
の
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
王
朝
後
期
に
は
監
営
の
あ
っ
た
公
州
牧
の
牧
使
を
兼

　
　
（
1
6
）

ね
て
い
た
。
国
王
へ
の
直
啓
権
を
も
ち
、
道
内
の
守
令
（
郡
県
に
派
遣
さ
れ
た
地
方
官
）
を
糾
察
し
、
勧
農
・
各
種
収
税
・
貢
納
・
賑
価
な
ど
道
行
政
を

担
当
し
、
軍
事
面
で
も
兵
馬
節
度
使
・
水
軍
節
度
使
、
さ
ら
に
王
朝
後
期
に
は
巡
察
使
ま
で
兼
任
す
る
道
内
軍
事
の
最
高
権
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

法
面
で
も
流
刑
以
下
の
直
断
権
を
も
っ
て
獄
訟
・
詞
訟
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。



　
こ
う
し
た
観
察
使
の
権
限
・
機
能
は
朝
鮮
王
朝
初
期
以
降
次
第
に
強
化
さ
れ
る
方
向
に
あ
り
、
任
期
も
当
初
一
年
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
世
紀
後
半

ま
で
に
は
二
年
が
原
則
と
な
つ
（
姻
．
ま
た
、
王
朝
前
期
に
は
観
察
使
は
任
期
の
大
半
を
道
内
各
口
巴
の
巡
歴
に
費
や
し
て
い
奈
、
鵡
に
は
い
る
と
巡
歴

は
春
秋
二
回
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
七
〇
年
代
過
ぎ
か
ら
は
定
期
的
な
巡
歴
は
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
巡
歴
の
減
少
に

と
も
な
い
観
察
使
は
在
任
期
間
の
多
く
を
み
ず
か
ら
の
官
衙
で
あ
る
監
営
に
あ
っ
て
執
務
す
る
よ
う
に
な
り
、
道
の
統
治
機
関
と
し
て
監
営
の
役
割
は

　
　
　
　
　
　
　
れ
　

重
み
を
増
し
て
い
た
。

　
監
営
が
公
州
に
定
あ
ら
れ
た
の
は
壬
辰
倭
乱
後
、
一
七
世
紀
初
め
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
観
察
使
の
下
に
は
幕
僚
で
あ
る
稗
将
．
中
軍
、
道
政
の
実
務
に

あ
た
る
営
吏
、
そ
の
ほ
か
啓
書
・
鎮
吏
・
通
引
・
営
奴
脾
・
使
令
・
冊
匠
・
墨
匠
．
妓
生
な
ど
多
く
の
官
属
、
中
央
か
り
派
遣
さ
れ
る
審
薬
．
検
律
稿

師
な
ど
が
馳
・
営
吏
は
郡
県
郷
吏
と
同
じ
く
六
房
（
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
エ
）
に
わ
か
れ
て
霧
を
分
掌
し
、
道
内
各
邑
郷
吏
が
交
替
で
立
番
し
た
。

監
営
吏
属
の
数
は
し
だ
い
に
増
加
す
る
傾
向
籔
騨
・
ま
空
九
世
紀
中
葉
の
邑
誌
に
は
宣
化
堂
は
じ
轟
将
庁
、
営
吏
庁
な
ど
の
庁
企
．
や
各
薯
庫
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
あ
ま
り
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
監
営
の
規
模
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
王
朝
末
期
に
か
け
て
整
備
・
拡
大
さ
れ
て
き
た
監
営
に
あ
っ
て
、
詞
訟
、
す
な
わ
ち
民
の
訴
訟
．
請
願
を
接
受
し
処
理
す
る
こ
と
は
重
要

な
業
務
の
；
で
あ
つ
（
煙
・
監
営
に
提
出
さ
れ
る
訴
訟
・
請
願
文
書
を
議
送
と
い
う
が
、
訴
え
の
宛
先
は
襲
使
で
あ
り
、
題
辞
を
出
す
の
も
観
察
使
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

あ
っ
た
。
次
の
史
料
は
議
送
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
道
内
公
州
居
南
進
士
宅
山
直
金
明
龍

　
　
右
議
送
事
段
・
右
宅
去
甲
辰
年
遭
親
喪
、
給
価
壼
百
玖
拾
両
、
買
得
山
麓
於
本
邑
寺
谷
面
月
隠
洞
、
以
為
過
葬
是
乎
所
、
（
中
略
）
山
下
居
李
道
玄

　
　
為
名
班
、
素
以
愚
蚕
不
知
法
意
之
人
、
毎
毎
犯
研
長
養
之
松
、
脅
勒
炮
喝
、
不
可
以
私
力
禁
断
、
故
右
宅
懲
励
次
、
呈
訴
連
有
厳
題
、
而
李
班
毎
毎

　
　
隠
避
不
被
捉
・
此
所
謂
一
化
外
眠
也
、
干
今
近
五
十
年
而
逐
年
乱
研
便
若
無
所
忌
揮
天
下
、
（
中
略
）
故
弦
敢
前
後
文
蹟
帖
聯
仰
訴
、
伏
乞

　
　
細
細
洞
燭
後
、
李
班
道
玄
捉
囚
厳
治
、
五
十
年
以
来
犯
研
之
松
価
当
為
万
余
両
　
、
＝
推
給
之
意
、
厳
明
題
下
傳
雪
憤
椀
、
使
彼
愚
濫
惇
頑
之
李

　
　
班
得
以
知
載
、
千
万
望
良
為
白
只
為

　
　
行
下
向
教
是
事
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巡
使
道
主
処
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
庚
寅
十
一
月
日
議
送

　
巡
使
（
揮
筆
）
（
押
）

　
（
題
辞
）
査
実
如
状
懲
推
以
給
向
事
　
山
在
官
初
九
日
　
　
（
忠
清
道
観
察
使
之
印
　
三
個
処
）

　
本
文
を
一
部
略
し
た
が
、
忠
清
道
公
州
居
南
進
士
宅
の
山
直
金
明
龍
が
主
人
に
代
わ
っ
て
観
察
使
（
巡
使
）
に
提
訴
し
た
議
送
で
あ
る
。
内
容
は
墓
地

付
近
の
松
椴
に
関
す
る
紛
争
で
、
元
隻
（
被
告
）
の
処
罰
と
松
価
の
弁
済
を
求
め
て
い
る
。
監
営
の
出
し
た
題
辞
は
「
山
在
官
」
、
こ
の
場
合
観
察
使
兼

任
の
牧
使
に
代
わ
っ
て
公
州
守
令
の
役
割
を
担
う
判
官
に
対
し
、
調
査
の
上
訴
え
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
元
隻
を
懲
罰
し
松
価
を
推
給
さ
せ
る
よ
う
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

し
て
い
る
。
通
常
は
訴
え
を
最
初
か
ら
観
察
使
に
出
す
こ
と
は
な
く
、
ま
ず
は
郡
県
守
令
に
提
訴
す
る
。
右
事
例
で
も
「
不
可
以
私
力
禁
断
、
故
右
宅
懲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

励
次
、
呈
訴
連
有
厳
題
」
と
あ
り
、
実
際
同
一
人
が
こ
れ
よ
り
前
の
甲
戌
年
と
丁
丑
年
に
公
州
牧
に
出
し
た
計
三
通
の
所
志
が
残
っ
て
い
る
。
郡
県
レ
ベ

ル
で
解
決
で
き
ず
観
察
使
に
提
訴
し
た
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
監
営
に
お
け
る
詞
訟
は
上
級
審
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
議
送
は
提
訴
・
請
願
者
な
い
し
そ
の
代
理
人
が
監
営
に
、
あ
る
い
は
観
察
使
が
巡
歴
中
は
そ
の
巡
歴
先
に
赴
き
提
出
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
送
に
は
、

監
営
に
お
い
て
題
辞
が
書
き
入
れ
ら
れ
る
。
郡
県
詞
訟
に
お
い
て
題
辞
は
、
官
の
判
決
・
決
定
・
認
可
等
に
あ
た
る
も
の
、
紛
争
当
事
者
の
召
還
を
命

じ
る
な
ど
一
連
の
裁
判
過
程
の
開
始
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
、
ま
た
訴
え
を
退
け
る
も
の
な
ど
様
々
で
、
そ
れ
は
提
出
さ
れ
た
所
志
及
び
案
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
性
格
に
よ
り
異
な
る
。
議
送
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
議
送
で
は
訴
え
の
棄
却
と
並
ん
で
管
下
守
令
に
調
査
の
う
え
処
置
す
る
よ
う
命
じ
る
も
の
が

多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
点
、
詳
し
く
は
次
章
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　
さ
て
、
議
送
の
題
辞
は
観
察
使
の
名
に
お
い
て
出
さ
れ
る
が
、
実
際
に
観
察
使
が
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
『
関
西
総
覧
』

（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
平
安
道
の
場
合
、
詞
訟
の
実
務
を
担
当
し
た
の
は
刑
房
の
営
吏
（
刑
房
執
吏
．
外
番
刑
吏
）
で
あ
っ
た
。

　
　
刑
掌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
刑
房
執
吏
［
一
人
］
、
外
番
刑
吏
［
三
人
中
一
人
兼
執
綱
］
、
執
吏
則
各
様
文
牒
専
管
告
課
承
令
挙
行
、
外
番
則
一
従
執
吏
指
揮
、
各
項
文
牒
統
領
修

　
　
正
挙
行
事
。



　
　
詞
訟
段
、
一
従
民
人
来
訴
、
随
時
裁
断
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
関
西
総
覧
』
二
、
営
房
各
掌
条
、
［
］
内
は
割
註
）

忠
清
監
営
に
荊
房
営
吏
L
が
い
た
こ
と
は
『
詞
訟
録
』
か
・
り
確
認
で
き
、
お
そ
ら
く
忠
清
道
に
お
い
て
も
彼
ら
が
詞
訟
実
務
を
担
．
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
・
ま
た
・
丁
若
鑛
は
観
察
使
の
巡
歴
を
批
判
す
る
中
で
、
巡
歴
中
の
題
の
発
給
が
観
察
使
に
か
わ
り
営
吏
に
よ
．
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
述

べ
て
髄
・
仮
に
い
く
ら
か
の
誇
張
が
あ
る
に
せ
よ
、
監
営
営
吏
（
刑
房
営
吏
）
が
深
く
題
辞
発
給
に
関
・
て
い
た
．
」
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

題
辞
が
発
給
さ
れ
た
議
送
は
提
訴
者
に
返
却
さ
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
粛
進
士
宅
山
直
金
明
龍
L
呈
の
議
送
の
よ
う
に
題
に
宛
先
（
到
付
先
）
が
指
示

さ
れ
て
い
る
場
合
・
提
訴
者
は
議
送
を
も
っ
て
自
ら
当
該
官
衙
等
に
赴
き
提
出
す
る
。
同
事
例
で
は
、
金
明
龍
は
庚
寅
土
月
初
九
日
に
議
送
に
題
を

受
け
・
同
月
中
に
山
在
官
で
あ
る
公
州
牧
へ
議
送
を
付
し
た
所
志
を
あ
ら
た
め
て
提
出
し
、
元
隻
の
処
罰
と
松
価
の
推
給
を
求
め
た
。
対
し
て
同
月
＋

九
日
に
公
州
の
判
官
は
査
処
の
た
め
元
隻
を
捉
来
す
る
よ
う
提
訴
者
に
命
じ
た
。
そ
の
後
、
元
隻
李
道
玄
の
子
が
捉
致
さ
れ
る
と
李
道
玄
は
公
州
牧
に

南
進
士
の
不
当
を
提
訴
す
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
り
、
同
月
二
＋
八
日
、
判
官
は
李
道
玄
側
が
南
進
士
宅
か
ら
問
題
と
な
．
て
い
た
墓
山
を
買
い
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
形
で
決
着
さ
せ
る
題
を
出
し
て
い
る
。

4
　
『
詞
訟
録
』
の
作
成

で
は
・
監
営
詞
訟
の
過
程
に
お
い
て
『
詞
訟
録
』
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
何
の
藷
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
前
掲
金
明
龍
呈
の

議
送
に
対
応
す
る
記
事
は
現
存
す
る
『
詞
訟
録
』
に
な
く
、
直
接
に
対
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
類
似
し
た
記
事
を
『
詞
訟
録
』
か
ら

ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。

　
　
一
恩
津
サ
主
事
宅
奴
上
万
、
呈
以
隣
居
常
漢
全
文
先
研
伐
　
宅
先
螢
松
椴
、
故
欲
為
禁
断
　
、
反
為
醐
辱
殴
打
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
題
果
如
状
辞
、
蜜
文
元
之
所
為
万
々
骸
惇
、
即
為
捉
致
、
詳
査
公
決
向
事
　
山
在
官
（
戊
子
八
月
十
三
日
）

前
掲
嚢
と
比
べ
る
な
ら
、
ま
ず
議
送
の
提
出
者
名
が
居
住
地
と
あ
わ
せ
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
提
訴
の
内
容
が
簡
潔
に
要
約
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
9

題
は
『
詞
訟
録
』
の
中
に
長
文
の
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
略
さ
ず
に
全
文
を
記
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
詞
訟
墾
か
ら
は
訴
え



の
詳
し
い
内
容
は
わ
か
ら
ず
、
仮
に
証
拠
と
な
る
文
券
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
記
録
に
残
ら
な
い
。
情
報
は
提
出
者
と
訴
訟
・
請
願
の
概

略
及
び
題
辞
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
『
詞
訟
録
』
の
よ
う
な
民
状
置
簿
冊
は
、
そ
の
作
成
が
法
的
・
制
度
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
獄
訟
に
関
わ
っ
て
は
、

殺
獄
事
件
は
当
然
中
央
に
報
告
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
『
関
西
総
覧
』
に
は
刑
房
の
任
務
と
し
て
「
徒
流
案
」
な
ど
の
作
成
と
中
央
へ
の
報
告
が
あ
げ

　
　
　
（
3
3
）

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
監
営
で
接
受
し
た
詞
訟
は
通
常
報
告
す
る
必
要
は
な
く
、
『
詞
訟
録
』
は
あ
く
ま
で
監
営
内
部
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ

　
　
　
　
　
（
3
4
）

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
郡
県
詞
訟
の
場
合
、
各
種
牧
民
書
等
に
置
簿
冊
作
成
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
、
『
詞
訟
録
』
に
つ
い
て
考
え
る
参
考
と
な
る
。

　
A
所
志
中
、
事
之
梢
大
者
、
小
冊
謄
其
呈
訴
人
姓
名
住
状
内
語
月
日
、
無
妨
呈
状
者
久
不
就
†
、
伝
令
該
面
、
以
某
里
某
人
以
某
事
来
呈
故
題
給
已
久
、

　
　
尚
不
就
†
両
隻
即
為
捉
送
孟
而
至
則
査
決
為
興
若
或
有
自
下
私
智
久
・
則
状
者
治
罪
可
也
・
（
「
居
官
雑
録
」
・
，
『
居
官
雑
録
畷
）
所
牧
）

　
B
一
民
状
中
、
事
係
倫
紀
・
田
政
・
軍
政
・
還
政
・
官
属
作
弊
等
事
及
其
他
可
治
之
事
、
則
必
厳
題
、
而
這
這
使
首
通
引
置
簿
於
一
空
冊
、
計
其
日
字
、

　
　
過
限
無
推
†
之
事
、
伝
令
該
面
日
、
某
民
以
某
事
来
呈
一
訴
、
而
日
字
此
久
、
尚
無
自
白
、
其
聞
委
折
詳
査
以
報
、
云
云
。
或
該
面
尊
位
治
之
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
　
捉
致
官
庭
治
之
、
従
軽
重
懲
励
、
則
好
民
畏
之
、
可
杜
妄
訴
之
弊
也
。
（
「
先
覚
」
追
録
文
状
、
『
朝
鮮
民
政
資
料
牧
民
篇
』
所
牧
）

　
C
所
志
、
毎
日
通
引
及
刑
房
、
抄
某
面
某
人
訴
語
之
大
略
、
＝
記
録
於
冊
子
、
時
時
披
見
、
則
一
事
再
呈
・
推
捉
不
来
等
、
無
遺
漏
之
患
也
。
（
「
居

　
　
官
大
要
」
二
民
訴
、
『
朝
鮮
民
政
資
料
牧
民
篇
』
所
牧
）

　
D
凡
所
志
題
辞
末
端
、
必
書
告
課
刑
吏
姓
名
、
以
防
其
好
、
且
多
繋
空
冊
、
分
類
各
面
、
民
訴
之
大
旨
及
題
辞
一
々
謄
書
後
、
原
状
出
給
状
民
、
以
為

　
　
後
考
、
或
有
不
得
題
改
名
更
訴
者
、
一
日
再
呈
者
、
未
能
周
察
、
故
毎
々
考
閲
前
日
之
謄
訴
、
則
所
得
不
少
　
。
（
「
牧
綱
」
断
訟
題
訴
、
『
朝
鮮
民

　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
　
政
資
料
叢
書
』
所
牧
）

　
A
は
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
、
B
は
よ
り
詳
し
く
倫
紀
・
田
政
・
軍
政
・
還
政
・
官
属
作
弊
と
「
其
他
可
治
之
事
」
に
関
し
て
置
簿
を
作
成
す
る
よ
う

述
べ
、
C
・
D
は
案
件
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
所
志
処
理
の
業
務
の
中
に
置
簿
冊
作
成
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
右
に
挙
げ
た
牧
民
書
は
英
祖
代
一
八
世

　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

紀
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
現
存
す
る
民
状
置
簿
冊
は
一
九
世
紀
以
降
、
中
で
も
そ
の
後
半
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
詞
訟
の
記
録
を
残
す
よ
う
に
な
っ

1
0



た
の
は
そ
う
古
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
監
営
で
作
成
さ
れ
た
民
状
置
簿
冊
に
は
忠
清
道
の
ほ
か
、
慶
尚
（
北
道
）
．
全
羅
．
黄

海
゜
江
原
゜
威
鏡
各
道
の
も
の
が
断
片
的
に
残
り
、
そ
の
中
で
は
哲
宗
五
・
六
年
（
穴
五
四
・
五
五
年
）
の
記
事
姦
せ
る
蕩
道
の
『
響
訟
案
』

が
最
も
施
・
『
詞
訟
録
』
以
前
に
忠
清
監
営
の
民
状
置
簿
冊
が
あ
っ
た
の
か
直
接
に
判
断
す
る
材
料
は
な
い
が
、
仮
に
存
在
し
た
と
し
て
も
大
き
く
は

さ
か
の
ぼ
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

置
濡
を
作
成
す
る
の
は
通
引
や
刑
房
（
B
・
C
）
£
㎎
・
D
に
よ
る
な
ら
空
冊
に
讐
し
た
後
、
所
志
を
提
出
者
に
出
給
す
る
と
あ
る
．
お
そ
・
り

く
忠
清
監
営
に
お
い
て
も
事
情
は
同
様
で
、
刑
房
営
吏
・
通
引
な
ど
の
手
に
よ
り
議
送
の
処
理
過
程
の
中
で
『
詞
訟
録
』
が
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
・
民
状
置
簿
冊
作
成
の
目
的
と
し
て
は
、
出
題
後
期
限
が
来
て
も
就
†
し
な
い
も
の
を
把
握
し
た
り
（
A
．
B
．
C
）
、
コ
事
再
呈
」
や
「
改
名

更
訴
」
を
防
ぐ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
c
・
D
）
。
当
時
の
訴
訟
制
度
に
お
い
て
冒
は
裁
判
の
開
始
と
終
結
を
更
し
て
掌
握
す
る
．
」
と
が
で
き

な
か
っ
た
L
の
で
あ
り
・
罠
状
置
簿
冊
の
作
成
は
官
に
お
い
て
裁
判
過
程
を
把
握
す
る
た
め
の
最
小
限
度
の
裁
判
記
録
の
保
存
を
目
的
と
す
る
も
の
」

で
あ
っ
た
と
い
う
金
仙
卿
の
説
明
が
要
を
え
て
い
る
で
匁
犯
・
た
だ
最
小
限
度
で
あ
れ
こ
う
し
た
記
録
が
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
・
つ
．
」
と
は
、

監
営
に
即
し
て
い
う
な
ら
監
営
詞
訟
体
制
の
強
化
で
あ
り
、
広
く
監
営
機
能
強
化
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

二
　
監
営
詞
訟
の
諸
相
と
『
詞
訟
録
』
…
…
戊
子
八
月
冊
の
検
討

1
　
戊
子
八
月
冊
に
つ
い
て

こ
の
章
で
は
戊
子
（
高
宗
二
五
年
・
一
八
八
八
年
）
八
月
の
記
事
を
収
録
す
る
阿
川
本
『
詞
訟
録
』
第
エ
ハ
冊
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
、
具
体
的
に

『
詞
訟
録
』
と
監
営
詞
訟
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
に
先
だ
・
て
、
ま
ず
阿
川
本
『
詞
訟
録
』
に
収
録
さ
れ
た
記
事
件
数
を
一
覧
し
て

お
こ
う
。
表
3
は
阿
川
本
『
詞
訟
録
』
に
つ
い
て
干
支
・
月
別
に
記
事
の
記
録
さ
れ
た
日
数
と
件
数
と
を
ま
と
あ
た
も
の
で
、
第
一
〇
冊
の
丁
亥
十
ニ
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

月
分
は
省
い
て
い
る
。



　
三
年
間
の
う
ち
二
三
ヶ
月
の
記
録
が
残
り
、
総
計
す
る
と
六
〇
三
日
分
、

件
数
で
は
七
九
一
＝
件
と
な
る
。
表
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
三
年
分
全

体
の
平
均
で
は
、
月
当
た
り
お
よ
そ
二
七
日
、
三
五
二
件
程
度
と
な
る
（
十

三
日
以
降
の
記
録
し
か
な
い
丙
戌
五
月
と
二
十
四
日
ま
で
の
記
録
し
か
な

い
己
丑
四
月
を
除
く
）
。
『
関
西
総
覧
』
に
は
「
詞
訟
段
、
一
従
民
人
来
訴
、

随
時
裁
断
事
」
と
あ
っ
た
が
、
実
際
ほ
ぼ
毎
日
に
近
く
議
送
を
処
理
し
て

い
た
わ
け
で
、
一
日
当
た
り
で
は
多
い
日
に
四
九
件
、
平
均
し
て
＝
二
件
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件

ほ
ど
に
達
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
年
次
別
の
比
較
や
月
ご
と
の
推
移
を
み
る
に
は
不
十
分
な
デ
ー
タ
で
あ
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録

る
が
、
し
い
て
い
え
ば
正
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
と
八
月
九
月
以
降
年
末
　
　
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞

に
か
け
て
が
多
あ
と
い
う
傾
向
で
あ
ろ
う
か
。
地
方
に
お
け
る
詞
訟
に
関
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

し
て
、
法
典
は
春
分
（
二
月
中
）
か
ら
秋
分
（
八
月
中
）
ま
で
重
要
な
案
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿

件
を
除
き
聴
理
を
認
め
て
い
な
い
（
『
経
国
大
典
』
刑
典
停
訟
条
）
。
確
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

に
春
分
秋
分
間
は
や
や
件
数
が
少
な
め
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
法
典
ど
　
　
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

お
り
に
詞
訟
業
務
が
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
中
か
ら
戊
子
八
月
を
選
び
検
討
す
る
が
、
月
・
年
に
よ
る
相
違
は
当

然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
一
月
だ
け
を
選
ん
で
の
分
析
に
は
限
界
が
あ

る
。
ま
た
、
戊
子
年
は
旱
災
が
ひ
ど
か
っ
た
年
で
、
八
月
冊
に
は
旱
災
関

係
記
事
が
頻
出
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
特
殊
な
時
期
な
の
で
あ
る
が
、
逆

に
『
詞
訟
録
』
及
び
監
営
詞
訟
の
性
格
を
考
え
る
上
で
は
示
唆
す
る
と
こ

数
紹
岨
餌
6
5
二
一
＝
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二
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＝
＝
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月
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月
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ろ
の
多
い
事
例
で
あ
る
と
考
え
、
試
掘
の
意
味
で
概
要
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。
戊
子
八
月
は
一
日
か
ら
二
九
日
ま
で
二
一
二
日
分
、
三
二
四
件
の
記
事

が
残
る
。
以
下
、
提
出
者
、
訴
訟
・
請
願
の
内
容
、
題
辞
に
つ
い
て
順
に
み
て
い
こ
う
。

2
　
提
出
者

　
『
詞
訟
録
』
収
録
各
記
事
は
、
冒
頭
に
議
送
提
出
者
の
居
住
地
と
し
て
郡
県
等
の
名
称
が
、
と
き
に
面
．
洞
里
名
も
含
め
記
さ
れ
る
。
郡
県
レ
ベ
ル
で

い
え
ば
、
忠
清
道
内
の
郡
県
が
五
一
、
道
内
の
営
・
鎮
が
四
、
道
外
地
名
が
八
あ
ら
わ
れ
る
。
道
内
ほ
と
ん
ど
の
郡
県
を
網
羅
し
て
お
り
、
道
外
で
は

京
、
開
城
、
京
畿
楊
州
・
水
原
、
慶
尚
道
慶
州
、
全
羅
道
高
山
・
錦
山
、
威
鏡
道
が
み
え
る
。
地
名
を
記
載
し
な
い
記
事
も
二
七
件
あ
る
が
、
そ
の
大

半
は
監
営
吏
属
が
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
件
数
で
一
〇
件
以
上
の
地
名
を
示
す
と
、
公
州
四
一
件
、
保
寧
二
一
件
、
恩
津
一
五
件
、
藍
浦
一
四
件
、
瑞
山
＝
二
件
、
洪
州
一
二
件
、
泰
安
一
二
件

で
、
監
営
吏
属
の
提
出
分
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
監
営
所
在
地
公
州
の
比
率
が
二
割
に
近
い
。
道
外
件
数
は
あ
わ
せ
て
一
五
件
で
、
全
三
二
四
件
の
大
部
分

は
道
内
か
ら
の
訴
訟
゜
請
願
で
あ
っ
た
。
な
お
、
道
外
か
ら
の
案
件
も
元
隻
が
道
内
居
住
者
で
あ
る
な
ど
忠
清
道
と
関
わ
．
て
提
訴
．
請
願
し
て
い
る
。

　
地
名
の
あ
と
に
多
く
の
場
合
提
出
者
の
姓
名
（
奴
は
名
の
み
、
女
性
は
名
は
記
さ
れ
な
い
）
が
続
く
。
中
に
は
儒
生
．
進
士
．
営
吏
．
在
囚
な
ど
身
分
．

職
役
に
か
か
わ
る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
部
に
と
ど
ま
り
、
提
出
者
の
身
分
を
把
握
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
仮
に
吏
属
・
儒
任
（
監
営
の
営
吏
・
官
属
、
郡
県
や
駅
の
吏
・
将
校
、
郷
校
斎
任
な
ど
）
と
在
囚
を
別
に
わ
け
、
そ
れ
以
外
を
単
独
で
の
提
出
か
複

数
で
の
提
出
（
等
訴
）
か
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
A
　
吏
属
・
儒
任
　
三
四
件
　
　
B
　
在
囚
　
一
七
件
　
　
C
　
単
名
（
A
B
以
外
）
　
一
九
五
件
　
　
D
　
複
数
名
（
A
B
以
外
）
　
七
八
件
．

　
吏
属
の
場
合
、
営
吏
等
の
休
暇
や
点
考
免
除
の
申
請
の
ほ
か
、
賦
税
収
取
に
関
わ
る
案
件
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
コ
結
城
諸
吏
金
弘
駿
等
、
呈
以
本

邑
今
年
上
納
不
足
米
為
二
百
三
十
九
石
零
、
特
為
矯
掠
事
」
（
戊
子
八
月
二
十
五
日
）
の
よ
う
に
、
郡
県
の
賦
税
業
務
に
関
わ
っ
て
郷
吏
が
観
察
使
に
請
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

願
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
守
令
か
ら
観
察
使
へ
の
ル
ー
ト
と
は
別
に
郷
吏
が
直
接
監
営
に
要
請
し
て
い
る
わ
け
で
、
地
方
統
治
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
上



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

で
興
味
深
い
事
例
で
あ
ろ
う
。
在
囚
の
多
く
は
放
釈
．
許
腰
を
請
願
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
中
に
は
滞
囚
中
の
船
員
が
食
債
の
た
め
船
を
売
る
こ
と
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
よ
う
求
め
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
こ
れ
以
外
の
一
般
の
民
の
議
送
提
出
者
は
多
様
で
あ
る
が
、
複
数
名
で
の
提
出
が
全
体
の
二
四
％
に
達
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
は
「
韓
山
西
下
面

居
民
等
」
「
瑞
山
大
小
民
人
等
」
の
よ
う
に
、
あ
る
地
域
の
民
が
そ
の
地
域
の
利
害
に
関
わ
っ
て
共
同
で
訴
訟
・
請
願
を
お
こ
な
っ
て
い
る
例
が
少
な
く

な
い
（
五
五
件
）
。
進
士
．
儒
生
な
ど
士
族
層
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
例
は
一
三
件
、
「
瑞
山
鄭
寧
辺
宅
奴
永
ト
」
の
よ
う
に
奴
が
主
人
に
代
わ
っ
て

提
出
し
て
い
る
例
が
二
一
件
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
上
層
身
分
か
ら
の
提
出
が
あ
っ
た
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、
か
と
い
っ
て
彼
ら
が
多
く
を
占
め
た

と
い
え
る
だ
け
の
根
拠
も
な
い
。
奴
が
自
身
の
利
害
に
関
わ
っ
て
提
訴
し
て
い
る
例
や
、
商
工
業
に
関
わ
る
「
裸
商
」
「
商
民
」
「
威
鏡
道
布
商
」
「
小
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

船
主
」
「
冊
匠
」
「
墨
匠
」
な
ど
も
み
え
、
監
営
詞
訟
が
広
く
民
に
開
か
れ
て
い
た
と
は
い
え
よ
う
。
ま
た
、
女
性
の
提
出
は
一
四
件
で
、
在
囚
中
の
息
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖

の
放
釈
を
求
め
る
も
の
が
多
い
。

3
　
訴
訟
・
請
願
の
内
容

　
訴
訟
．
請
願
の
内
容
を
ま
と
あ
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
。
分
類
は
記
事
の
中
に
述
べ
ら
れ
る
紛
争
や
請
願
の
内
容
に
よ
っ
た
が
、
境
界
は
曖
昧
で
あ
る
。

た
と
え
ば
賦
税
を
め
ぐ
っ
て
吏
の
横
暴
を
告
訴
す
る
記
事
と
、
提
出
者
の
置
か
れ
た
状
況
に
は
触
れ
ず
単
に
雑
役
免
除
特
権
の
確
認
を
求
め
る
請
願
と

の
間
の
距
離
は
実
際
に
は
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
山
訟
の
中
で
生
じ
た
殴
打
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
簡
略
す
ぎ
て
内
容
の
把
握
し
づ
ら
い
記
事
も
少

な
く
な
い
。
便
宜
的
に
元
隻
（
被
告
）
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
訴
訟
と
請
願
に
わ
け
、
訴
訟
の
場
合
直
接
の
請
求
事
由
よ
り
提
訴
に
至
っ
た

紛
争
の
内
容
に
よ
り
分
類
し
、
五
件
以
上
の
も
の
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
墓
地
を
め
ぐ
る
紛
争
に
よ
る
も
の
は
、
そ
の
紛
争
の
中
で
の
殴
打
や
侮

辱
が
含
ま
れ
て
い
て
も
一
括
し
て
山
訟
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
一
人
が
同
じ
案
件
に
つ
い
て
複
数
回
提
訴
・
請
願
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
別
に
一
件
と
数
え
た
。

　
も
っ
と
も
件
数
で
多
い
の
が
そ
の
山
訟
で
あ
る
。
墓
山
へ
の
部
外
者
に
よ
る
埋
葬
（
楡
葬
）
を
訴
え
る
も
の
、
逆
に
不
当
に
埋
葬
を
妨
害
さ
れ
た
と
す



る
も
の
、
墓
山
付
近
の
松
椴
を
不
当
に
伐
採
し
て
い
る
と
す
る
も
の
、
審
理
の
結
果
掘
移
（
墓
の
移
動
）
を
命
じ
ら
れ
た
の
に
実
行
し
な
い
と
訴
え
る

も
の
な
ど
、
基
本
的
に
は
墓
域
な
い
し
山
地
の
利
用
権
・
占
有
権
に
関
わ
る
紛
争
で
あ
る
。
山
訟
は
一
八
世
紀
以
降
の
朝
鮮
社
会
の
一
つ
の
特
徴
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

り
、
監
営
レ
ベ
ル
で
も
主
要
な
案
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　
次
い
で
多
い
の
が
各
種
賦
税
の
減
免
を
求
め
る
請
願
で
、
そ
の
う
ち
三
六
件
は
旱
災
を
理
由
に
税
の
減
免
を
求
あ
て
い
る
。
コ
韓
山
西
下
面
居
民
等
、

呈
以
　
等
所
居
之
地
、
偏
被
旱
災
、
結
ト
減
給
事
」
（
戊
子
八
月
初
六
日
）
、
「
一
燕
岐
大
小
民
人
等
、
呈
以
本
県
酷
被
旱
災
、
特
為
優
数
執
災
之
地
事
」

（
戊
子
八
月
二
十
日
）
と
い
っ
た
例
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
こ
の
年
は
全
羅
・
慶
尚
両
道
を
中
心
に
忠
清
道
に
か
け
旱
害
が
激
し
か
っ
た
。
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中
央
で
は
監
営
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
免
税
と
な
る
災
結
数
と
出
税
結
数
を
十
二
月
初
め
ま
で
に
調
整
・
決
定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
こ
の
時
期
監
営
へ
の

減
免
請
願
が
相
次
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
郡
県
・
面
・
洞
里
を
単
位
に
居
民
、
大
小
民
人
な
ど
が
共
同
で
請
願
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
戸
布
・
雑
役
・
還
穀
な
ど
の
免
除
を
求
あ
る
集
団
、
あ
る
い
は
個
人
の
請
願
が
み
ら
れ
る
。
賦
税
に
関
し
て
は
、
表
で
賦
税
紛
争
と
し
て
示

し
た
郡
県
吏
な
ど
の
不
当
な
収
税
を
訴
え
る
訴
訟
も
少
な
く
な
く
、
賦
税
関
連
の
訴
訟
・
請
願
が
監
営
詞
訟
の
か
な
り
を
占
め
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は

入
れ
な
か
っ
た
が
、
防
穀
に
よ
っ
て
搬
出
で
き
な
い
穀
物
の
輸
去
許
可
を
求
め
る
請
願
も
み
ら
れ
る
。

　
放
釈
請
願
は
放
釈
・
許
順
・
代
囚
な
ど
在
囚
に
関
わ
る
本
人
や
家
族
に
よ
る
請
願
で
あ
る
。
審
理
中
の
滞
囚
の
ほ
か
定
配
在
囚
も
含
ま
れ
、
流
刑
以
下

容内
の願請

　

訟訴
　
表

訟
願
願
争
務
辱
争
争
告
索
争
虐
願
他

　
青
　
　
紛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請

　
免
請
買
業
ー
紛
紛
　
討
紛
　
留

　
　
　
　
売
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
侵
願
の

　
減
釈
・
属
幽
地
税
　
牌
碑
　
・

　
税
　
　
銭
　
　
手
　
　
　
　
　
　
　
　
表

山
賦
放
債
吏
殴
土
賦
謳
帖
奴
吏
族
そ

を
直
断
で
き
る
観
察
使
の
権
限
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
放
釈
と
は
性
格
が

や
や
異
な
る
が
、
三
兄
弟
で
父
の
仇
に
復
讐
し
た
が
弟
一
人
の
み
が
滞
囚
さ

れ
て
い
る
の
で
弟
と
同
様
の
処
分
を
す
る
よ
う
求
め
る
例
も
あ
る
（
戊
子
八

月
十
三
日
）
。
債
銭
・
売
買
紛
争
に
は
、
土
地
を
め
ぐ
る
も
の
以
外
を
ま
と
め
、

土
地
（
耕
作
地
）
の
所
有
権
や
売
買
に
関
わ
る
紛
争
は
土
地
紛
争
と
し
て
別

に
示
し
た
。
吏
属
業
務
と
し
た
の
は
、
監
営
営
吏
・
官
属
が
休
暇
や
点
考
免

除
を
求
め
る
も
の
の
ほ
か
、
先
に
み
た
賦
税
収
取
に
関
す
る
郷
吏
の
監
営
へ
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
要
請
、
ま
た
駅
吏
や
官
属
工
匠
が
補
弊
の
た
め
管
下
に
庖
厨
を
置
く
許
可



を
求
め
る
例
な
ど
で
あ
る
。
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1

　
以
下
、
殴
打
・
侮
辱
、
謳
告
な
ど
目
立
つ
が
、
帖
牌
討
索
と
し
た
の
は
、
「
都
事
帖
」
「
紅
牌
」
「
印
牌
」
な
ど
何
ら
か
の
職
帖
印
牌
を
根
拠
に
銭
財
を

討
索
さ
れ
た
と
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
賦
税
な
い
し
債
銭
と
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
が
別
途
ま
と
め
た
。
コ
清
州
申
允
求
、
呈
以
生
之
族
人
成
深
偽
造
都

事
帖
、
討
索
四
百
五
十
両
事
」
（
戊
子
八
月
十
一
日
）
と
い
っ
た
例
で
、
偽
造
を
主
張
す
る
も
の
が
多
い
。
施
表
．
願
留
請
願
と
は
、
孝
子
な
ど
の
表
彰

（
施
表
）
や
、
現
任
守
令
の
留
任
を
求
め
る
民
の
請
願
で
あ
る
。
四
件
以
下
の
項
目
は
一
括
し
た
が
、
婚
姻
紛
争
、
姦
通
、
家
産
の
打
破
な
ど
様
々
な
事

案
が
含
ま
れ
る
。

　
以
上
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
民
事
的
あ
る
い
は
刑
事
的
な
多
様
な
紛
争
、
各
種
の
請
願
が
監
営
に
持
ち
込
ま
れ
接
受
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
確
認
で
き
る
。
こ
の
幅
の
広
さ
か
ら
み
て
、
接
受
し
た
議
送
の
う
ち
特
定
の
案
件
の
み
を
選
ん
で
『
詞
訟
録
』
が
作
成
さ

れ
た
わ
け
で
は
お
そ
ら
く
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
守
令
か
ら
の
詞
訟
に
関
わ
る
報
告
・
照
会
な
ど
は
含
ま
れ
ず
、
監
営
に
吏
属
や
民
が
直
接
提
出
し
た
詞

訟
案
件
の
み
記
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
記
事
の
中
に
は
「
已
有
訴
」
「
前
呈
」
な
ど
再
度
の
監
営
へ
の
提
訴
・
請
願
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
述
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
コ
京

畿
楊
州
姜
釆
煕
、
呈
以
生
之
従
兄
事
、
昨
已
有
訴
、
而
生
之
従
兄
獄
中
病
廃
、
使
生
代
囚
之
地
事
」
（
戊
子
八
月
初
九
日
）
と
い
っ
た
例
で
あ
る
。
姜
釆

煕
は
前
日
に
も
同
様
の
請
願
を
し
て
却
下
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
も
題
に
は
「
連
日
議
送
、
極
不
穏
当
」
と
あ
っ
て
退
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
月
二
十

八
日
に
も
ま
た
議
送
を
出
し
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
類
似
の
事
例
は
珍
し
く
な
く
、
自
己
の
要
求
が
認
め
ら
れ
な
い
と
、
あ
る
い
は
自
己
に
有
利
に
事
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

が
進
行
し
な
い
と
、
再
度
三
度
と
提
訴
・
請
願
を
繰
り
返
す
こ
と
に
た
め
ら
い
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

4
　
題
　
辞

　
題
辞
に
は
題
の
執
行
を
命
じ
る
先
が
末
尾
に
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
な
い
題
も
あ
る
。
全
記
事
中
、
三
分
の
一
に
近
い
九
九
件
に
題
の

宛
先
が
示
さ
れ
ず
、
そ
の
う
ち
八
四
件
は
提
訴
・
請
願
を
却
下
し
た
り
、
「
待
処
分
」
な
ど
と
保
留
す
る
も
の
で
、
提
出
者
に
直
接
宛
て
ら
れ
て
い
る
と



考
え
ら
れ
る
。

　
二
〇
〇
件
は
「
本
官
」
「
山
在
官
」
「
水
営
」
な
ど
管
下
の
郡
県
守
令
あ
る
い
は
営
鎮
宛
の
題
で
あ
る
が
、
多
く
は
「
詳
査
公
決
以
給
」
「
彼
隻
捉
致
、

面
質
公
決
以
給
」
な
ど
守
令
に
調
査
・
審
理
の
上
判
決
を
出
す
よ
う
指
示
す
る
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
中
に
は
「
彼
隻
面
質
、
到
底
詳
査
以
報
向

事
」
な
ど
守
令
等
に
監
営
へ
の
報
告
を
命
じ
る
も
の
も
七
一
件
含
ま
れ
る
。
旱
災
に
よ
る
賦
税
の
減
免
請
願
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
災
結
数
の
報
告

が
守
令
の
業
務
な
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
記
事
で
調
査
報
告
す
る
よ
う
当
該
守
令
に
命
じ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
賦
税
を
め
ぐ
る
紛
争
、
帖
牌
に
よ
る

討
索
、
山
訟
、
姦
通
な
ど
の
一
部
で
報
告
を
求
め
て
お
り
、
監
営
が
重
要
と
判
断
し
た
案
件
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
帖
牌
に
よ
る
討
索
に
関
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

ほ
と
ん
ど
の
題
で
報
告
と
と
も
に
帖
牌
を
押
収
し
監
営
に
送
付
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
監
営
が
一
定
の
判
断
を
示
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
先
に
述
べ
た
提
訴
・
請
願
を
棄
却
し
て
い
る
題
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
に
提
出
者
の
訴

え
を
監
営
が
認
め
て
い
る
、
あ
る
い
は
訴
え
に
沿
う
形
で
元
隻
を
「
厳
杖
」
「
牢
囚
」
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
題
も
、
解
釈
に
も
よ
る
が
請
願
を
中
心
に

七
〇
件
前
後
あ
る
。
財
物
の
横
領
に
関
す
る
提
訴
に
「
観
此
所
訴
、
李
班
之
所
為
即
非
人
也
、
実
是
強
盗
、
（
中
略
）
即
発
将
差
捉
致
、
厳
杖
牢
囚
、
所

謂
奪
去
汁
物
即
刻
推
給
、
形
止
以
報
向
事
　
本
官
」
（
戊
子
八
月
初
二
日
）
と
題
し
て
い
る
例
な
ど
元
隻
の
処
罰
を
明
瞭
に
指
示
し
た
題
で
あ
り
、
中
に

は
訴
え
ら
れ
た
郡
県
・
営
鎮
の
吏
属
等
を
処
罰
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
さ
ら
に
楡
葬
の
訴
え
に
「
七
八
之
楡
塚
、
何
乃
今
日
而
訴
是
喩
、

疑
惑
則
疑
惑
」
（
戊
子
八
月
二
十
日
）
と
提
訴
者
へ
の
疑
い
を
に
じ
ま
せ
つ
つ
守
令
に
詳
査
を
命
じ
る
題
、
提
訴
者
で
あ
る
裾
負
商
を
逆
に
処
罰
す
る
よ

う
命
じ
る
題
（
戊
子
八
月
初
三
日
）
、
監
営
に
再
び
提
訴
し
て
き
た
案
件
に
つ
き
「
已
題
査
報
、
而
胡
尚
無
報
来
、
又
此
来
訴
、
莫
知
何
故
」
（
戊
子
八

月
初
一
日
）
と
報
告
を
送
ら
な
い
守
令
を
叱
責
す
る
題
な
ど
も
あ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
監
営
に
お
け
る
詞
訟
は
単
に
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
題
辞
を
通
し
て
道
内
の
訴
訟
・
請
願
を
管
理
し
、
守
令
．
吏
属
を
統
制
す

る
一
定
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
国
王
を
頂
点
と
す
る
国
家
の
訴
訟
・
請
願
処
理
体
系
の
中
で
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

民
に
と
っ
て
は
郡
県
レ
ベ
ル
で
解
決
の
つ
か
な
い
問
題
を
訴
え
る
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
監
営
詞
訟
を
円
滑
に
処
理
し
て
い
く
た
あ
に
は
『
詞
訟

録
』
の
よ
う
な
記
録
が
最
低
限
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
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5
　
保
寧
紛
争

1
8

最
後
に
、
戊
子
八
月
冊
中
か
ら
忠
清
道
保
寧
で
生
じ
た
賦
税
を
め
ぐ
る
紛
争
を
と
り
あ
げ
、
監
営
詞
訟
の
具
体
相
を
示
し
て
み
た
い
。
こ
の
紛
争
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　

か
わ
る
訴
訟
・
請
願
は
八
月
冊
に
六
件
み
え
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
は
七
月
、
く
だ
っ
て
は
十
二
月
ま
で
関
連
記
事
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
再
構
成
す
る
と

次
の
よ
う
な
概
要
と
な
る
。

　
保
寧
で
は
前
年
・
前
々
年
に
上
納
す
べ
き
大
同
米
太
を
完
納
で
き
ず
、
五
百
四
十
余
石
が
累
積
し
て
い
た
。
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
こ
の
不
足
分

を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
大
同
色
の
郷
吏
で
あ
る
崔
嫡
周
は
儒
林
李
裕
高
と
協
議
し
、
李
裕
高
は
邑
民
を
集
め
郷
吏
の
要
請
に
そ
っ

て
不
足
分
を
「
結
敏
」
（
収
税
耕
作
地
に
付
加
）
す
る
こ
と
と
し
た
。
反
対
派
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
李
裕
高
使
李
恩
植
率
党
会
干
邑
底
、
私
自
許
題
於
吏

輩
之
訴
」
（
戊
子
七
月
十
三
日
）
と
あ
る
。
李
裕
高
に
つ
い
て
は
「
儒
林
」
「
李
班
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
か
ら
推
測
す
れ
ば
郷
任
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
開
い
た
集
会
も
お
そ
ら
く
は
郷
会
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
趙
玩
淳
を
中
心
と
し
て
結
敏
に
反
対
し
李
裕
高
・
崔

柄
周
を
告
発
す
る
監
営
へ
の
訴
訟
が
お
こ
っ
た
。
趙
玩
淳
に
つ
い
て
は
「
温
雅
之
士
」
「
趙
班
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
保
寧
の
士
族
で
あ
っ
た
の
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
趙
玩
淳
ら
は
単
に
結
敏
に
反
対
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
「
防
弊
」
の
た
め
民
か
ら
「
敏
銭
」
し
八
百
両
あ
ま
り
を
集
め
て
い
た
。

こ
の
敏
銭
が
大
同
不
足
分
と
ど
う
関
わ
る
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
。

　
七
月
十
三
日
保
寧
儒
生
が
李
裕
高
・
崔
燗
周
を
監
営
に
告
発
す
る
と
、
監
営
は
訴
え
を
大
筋
認
あ
て
二
人
を
捉
囚
し
取
り
調
べ
の
上
報
告
す
る
よ
う
守

令
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
同
月
二
十
九
日
に
保
寧
諸
吏
が
趙
玩
淳
の
敏
銭
を
告
発
し
て
結
敏
の
正
当
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
と
、
監
営
は
「
挟
雑
諸

類
」
の
捉
囚
取
り
調
べ
を
指
示
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
李
裕
高
・
崔
柄
周
・
趙
玩
淳
が
保
寧
で
捉
囚
さ
れ
る
と
、
趙
玩
淳
を
支
持
す
る
「
保
寧
儒
生
」
「
保

寧
八
面
民
人
」
ら
は
李
裕
高
・
崔
柄
周
を
非
難
し
て
趙
玩
淳
の
放
釈
を
求
あ
、
李
裕
高
の
子
と
保
寧
諸
吏
ら
は
趙
玩
淳
を
責
め
て
李
裕
高
．
崔
嫡
周
の

放
釈
を
訴
え
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
月
に
か
け
議
送
を
繰
り
返
し
提
出
し
た
。
こ
の
間
、
保
寧
儒
生
金
憲
秀
は
「
本
邑
民
李
裕
高
・
趙
玩
淳
等
、
以
加
結
事
、

各
自
樹
党
、
転
相
奔
訴
」
（
戊
子
九
月
二
十
四
日
）
と
、
両
者
を
非
難
し
公
決
を
求
め
る
訴
え
を
監
営
に
呈
し
て
お
り
、
保
寧
を
二
分
な
い
し
三
分
す
る



争
い
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
監
営
は
守
令
に
対
し
調
査
審
理
し
て
報
告
す
る
よ
う
何
度
も
求
め
て
い
る
が
、
保
寧
で
の
審
理
は
長
期
化
し
た
。
翌
己
丑

年
正
月
十
二
日
に
李
裕
高
の
子
が
定
配
さ
れ
た
父
の
贈
釈
を
監
営
に
請
願
し
、
二
月
初
三
日
に
は
保
寧
諸
吏
が
大
同
不
足
分
の
族
徴
．
庁
徴
と
詳
定
代

納
許
可
を
求
あ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
最
終
的
に
は
結
敏
は
否
定
さ
れ
李
裕
高
は
観
察
使
に
よ
り
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
保
寧
内
で
も
守
令
へ
の
提
訴
や
各
種
通
文
・
集
会
が
数
多
か
っ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
『
詞
訟
録
』
か
ら
紛

争
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
他
の
史
料
も
含
め
よ
り
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
『
詞
訟
録
』
を
通
じ
て
あ
る
程

度
当
時
の
社
会
の
旦
ハ
体
相
に
接
近
で
き
る
一
例
で
あ
る
と
は
い
え
る
。
さ
ら
に
、
監
営
が
郡
県
レ
ベ
ル
で
は
決
着
の
つ
か
な
い
紛
争
を
解
決
す
る
場
と

し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
民
の
側
も
監
営
を
そ
う
い
う
場
と
し
て
認
識
し
、
利
用
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
壬
戌
民
乱
や
、
こ
の
頃
か
ら
再
び
頻
発
し
始
め
た
各
地
の
民
乱
、
そ
し
て
ま
も
な
く
起
こ
る
甲
午
農
民
戦
争
を
想
起
す
れ
ば
、
監
営
詞
訟
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

に
限
界
の
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
。

お
わ
り
に

本
稿
で
論
じ
残
し
て
い
る
点
は
郡
県
民
状
置
簿
冊
と
の
比
較
を
含
め
数
多
い
が
、
最
後
に
あ
ら
た
め
て
忠
清
監
営
『
詞
訟
録
』
の
史
料
的
意
義
に
つ
い

て
ま
と
め
て
結
び
と
し
た
い
。

　
『
詞
訟
録
』
の
最
大
の
価
値
は
、
な
に
よ
り
こ
の
史
料
が
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
八
九
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
六
年
間
四
六
冊
に
わ
た
っ
て
現

存
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
断
続
し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
の
期
間
ま
と
ま
っ
て
記
録
が
残
っ
て
い
る
例
は
民
状
置
簿
冊
と
し
て
は
希
有

で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
前
提
に
述
べ
れ
ば
、
『
詞
訟
録
』
は
王
朝
末
期
に
か
け
て
変
化
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
観
察
使
・
監
営
の
機
能
を
示
す
史
料
で
あ
り
、
限
界

は
あ
る
に
せ
よ
監
営
詞
訟
業
務
の
具
体
的
な
あ
り
か
た
を
把
握
す
る
よ
い
材
料
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
ま
た
各
記
事
は
簡
略
で
は
あ
る
が
多
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

様
で
あ
り
、
甲
午
農
民
戦
争
・
甲
午
改
革
を
目
前
に
し
た
時
期
の
地
方
社
会
が
抱
え
て
い
た
問
題
、
様
々
な
身
分
．
階
層
の
人
々
の
姿
に
つ
い
て
、
道



と
い
う
広
い
範
囲
で
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
。
東
学
の
活
動
に
つ
い
て
は
筆
者
の
力
で
は
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
開
港
後
の
社
会
の
変
動
と

持
続
と
を
検
討
し
て
い
く
上
で
忠
清
監
営
『
詞
訟
録
』
の
持
つ
価
値
は
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

2
0

註
（
1
）
阿
川
文
庫
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
『
阿
川
文
庫
目
録
』
を
修
正
・
増
補
し
た
リ
ス
ト
と
同
文
庫
の
解
説
が
『
朝
鮮
文
化
研
究
』
第

　
五
号
（
東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
、
一
九
九
八
年
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
「
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
阿
川
文
庫
リ
ス
ト
」
、
吉
田
光

　
男
「
阿
川
文
庫
の
成
立
と
そ
の
性
格
」
）
。

（
2
）
民
状
置
簿
冊
一
般
の
特
徴
・
性
格
に
つ
い
て
は
、
金
仙
卿
「
民
状
置
簿
冊
解
題
」
（
『
韓
国
地
方
史
資
料
叢
書
』
一
〇
酒
駿
江
出
版
社
、
一
九
八
七

　
年
）
、
金
仁
木
｛
「
「
民
状
」
金
　
薯
胡
薯
　
1
9
世
紀
前
半
郷
村
社
会
問
題
」
（
『
韓
国
史
論
』
［
ソ
ウ
ル
大
］
二
一
二
、
一
九
九
〇
年
）
二
三
六
～
二
四
一

　
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
（
韓
国
語
文
献
に
つ
い
て
は
文
献
名
な
ど
便
宜
的
に
一
部
漢
字
に
置
き
換
え
て
い
る
。
以
下
、
同
じ
）
。

（
3
）
民
状
置
簿
冊
な
ど
に
よ
り
司
法
制
度
・
実
態
を
考
察
し
た
も
の
に
、
金
仙
卿
「
民
状
置
簿
冊
金
　
薯
胡
刈
薯
　
朝
鮮
時
代
斜
裁
判
制
度
」
（
『
歴

　
史
研
究
』
一
、
一
九
九
二
年
）
、
趙
允
旋
「
朝
鮮
後
期
9
田
沓
訟
叫
法
的
対
応
策
」
（
『
民
族
文
化
研
究
』
二
九
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
が
あ
り
、

　
民
状
置
簿
冊
の
内
容
を
分
析
し
た
研
究
に
、
金
仁
木
｛
「
「
民
状
」
告
　
薯
司
芒
　
1
9
世
紀
前
半
郷
村
社
会
問
題
」
（
前
掲
）
、
叫
望
テ
「
1
9
世
紀
後
半

　
郷
村
社
会
斜
葛
藤
構
造
」
（
『
韓
国
文
化
』
［
ソ
ウ
ル
大
］
一
四
、
一
九
九
三
年
）
、
刈
調
起
「
光
武
改
革
期
到
淳
昌
地
方
郷
村
社
会
研
究
」
（
『
全

　
北
史
学
』
一
九
・
二
〇
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
訴
訟
・
請
願
関
係
古
文
書
に
よ
っ
て
司
法
制
度
を
追
求
し
た
も
の
に
全
更
穆
「
山
訟
含

　
筈
司
刈
芒
朝
鮮
後
期
　
司
法
制
度
運
営
実
態
斗
ユ
　
特
徴
」
（
『
法
史
学
研
究
』
一
八
、
一
九
九
七
年
）
、
拙
稿
「
李
朝
後
期
在
地
士
族
家
門
伝

　
来
の
所
志
類
に
つ
い
て
」
（
『
人
文
科
学
研
究
』
［
新
潟
大
学
人
文
学
部
］
九
三
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
コ
営
吏
金
弘
匂
、
呈
以
亡
兄
葬
日
至
近
、
特
為
給
由
事
。
題
給
由
一
旬
向
事
吏
房
営
吏
」
（
戊
子
八
月
初
六
日
）
。

（
5
）
表
紙
の
「
詞
訟
録
第
一
」
と
い
っ
た
冊
順
の
表
記
は
第
一
・
二
・
四
・
七
～
九
冊
に
の
み
あ
ら
わ
れ
、
「
上
」
字
は
第
一
・
二
・
四
・
六
～
九
冊

　
に
の
み
み
え
る
。
丙
戌
年
の
九
冊
が
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
五
月
十
三
日
か
ら
始
ま
る
記
録
に
第
一
と
題
し
て
い
る
点
、
不



　
可
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
註
1
4
参
照
。

（
6
）
コ
結
城
漁
戸
民
等
・
呈
以
均
口
口
口
口
口
有
前
例
、
今
至
倍
数
、
海
防
営
収
税
自
昨
年
靱
設
口
口
口
処
分
事
」
（
丙
戌
九
月
初
七
日
）
、
コ
京
居

　
雲
蜆
宮
解
庖
監
官
徐
基
換
、
呈
以
恩
津
論
山
場
屠
販
即
雲
蜆
宮
解
庖
、
而
本
邑
該
吏
牛
油
三
十
斤
ト
定
事
」
（
丙
戌
九
月
二
十
三
日
）
。

（
7
）
『
日
省
録
』
高
宗
二
十
一
年
正
月
初
四
日
、
二
十
五
年
四
月
十
九
日
条
、
『
高
宗
実
録
』
二
十
一
年
甲
甲
正
月
初
四
日
条
。

（
8
）
「
百
本
人
土
田
・
呈
以
　
身
給
価
一
千
五
百
両
、
貿
租
一
百
五
＋
石
於
鴻
山
袈
、
自
地
方
官
防
不
許
運
、
本
価
銭
与
並
醤
推
給
於
穀
主
事
。

　
題
本
省
適
被
旱
漱
穀
貴
、
不
得
運
他
、
理
所
当
　
、
不
可
許
運
向
事
」
（
戊
子
九
月
初
八
日
）
。

（
9
）
こ
の
時
期
の
防
穀
及
び
穀
物
貿
易
に
つ
い
て
は
、
河
元
鏑
開
港
後
防
穀
令
実
施
斜
原
因
朔
書
研
究
L
上
．
下
（
『
韓
国
史
研
究
』
四

　
九
、
五
〇
・
五
一
、
一
九
八
五
年
）
、
吉
野
誠
「
開
港
期
の
穀
物
貿
易
と
防
穀
令
」
（
武
田
幸
男
編
『
朝
鮮
社
会
の
史
的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』
山
川
出

　
版
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
参
照
の
こ
と
。

（
1
0
）
『
奎
章
閣
韓
国
本
図
書
解
題
続
集
』
史
部
四
、
二
〇
三
～
二
〇
五
苧
ジ
（
沈
載
祐
執
筆
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
、
一
九
九
七
年
）
、
金
仙
卿
「
忠

　
清
道
民
状
置
簿
冊
解
題
」
（
『
韓
国
地
方
史
資
料
叢
書
』
二
五
、
騨
江
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
1
1
）
「
詞
訟
録
」
と
い
う
書
名
は
忠
清
道
内
郡
県
の
民
状
置
簿
冊
に
も
あ
る
が
、
他
道
に
は
み
ら
れ
な
い
。

（
1
2
）
吉
田
光
男
前
掲
論
文
。

（
3
1
）
道
の
名
称
は
清
公
道
・
公
清
道
・
忠
公
道
・
公
忠
道
恵
洪
道
な
ど
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
た
が
、
『
詞
訟
録
』
当
時
は
忠
清
道
に
戻
．
て
い
る
。
以

　
後
ま
も
な
く
甲
午
改
革
期
の
二
三
府
制
を
経
て
忠
清
南
道
と
忠
清
北
道
が
分
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
　
口
同
宗
三
三
年
．
一
八
九
六
年
）
。

（
4
1
）
『
詞
訟
録
』
当
時
の
忠
清
道
観
察
使
は
次
の
一
二
名
で
あ
る
。
聞
泳
商
（
高
宗
二
三
年
三
月
～
二
六
年
四
月
）
、
李
憲
植
（
高
宗
二
六
年
四
月
～
二
七

　
　
年
三
月
）
・
宋
世
憲
（
高
宗
二
七
年
三
月
～
二
八
年
九
月
、
以
上
冒
省
録
』
高
宗
二
＋
三
年
＝
一
月
二
＋
八
日
、
二
＋
六
年
己
丑
四
月
二
古
、
二

　
　
＋
七
年
庚
寅
三
月
二
＋
七
日
・
二
＋
八
年
辛
卯
九
月
＋
九
日
条
）
。
聞
泳
商
は
特
別
に
一
年
任
期
を
延
ば
し
、
三
年
に
わ
た
り
忠
清
道
観
察
使
の
職

　
　
に
あ
っ
た
（
『
備
辺
司
謄
録
』
高
宗
二
十
五
年
戊
子
四
月
十
九
日
条
）
。
観
察
使
の
在
職
期
間
と
『
詞
訟
録
』
の
現
存
状
況
が
い
く
ら
か
符
合
す
る
よ
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
う
に
み
え
な
く
も
な
く
、
丙
戌
五
月
十
三
日
に
始
ま
る
冊
に
「
詞
訟
録
第
＝
と
題
し
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
観
察
使
の
赴
任
と
関
わ
る
の
で
あ



　
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
5
）
『
輿
地
図
書
』
忠
清
道
観
察
営
官
職
条
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

（
1
6
）
観
察
使
の
公
州
牧
使
兼
任
が
確
定
す
る
の
は
英
祖
代
の
こ
と
で
あ
る
（
『
続
大
典
』
吏
典
外
官
職
条
、
『
公
州
監
営
邑
誌
』
［
韓
国
精
神
文
化
研
究

　
院
蔵
書
閣
蔵
］
建
置
沿
革
条
、
『
輿
地
図
書
』
忠
清
道
）
。

（
1
7
）
李
薮
権
「
朝
鮮
後
期
斜
観
察
使
舛
ユ
　
統
治
機
能
」
（
『
全
北
史
学
』
九
、
一
九
八
五
年
）
、
李
樹
健
『
朝
鮮
時
代
地
方
行
政
史
』
（
民
音
社
、
一

　
九
八
九
年
）
。
な
お
、
朝
鮮
王
朝
の
刑
罰
は
五
刑
（
答
杖
徒
流
死
）
が
基
本
で
あ
り
、
地
方
官
で
は
守
令
が
答
刑
ま
で
、
観
察
使
が
流
刑
ま
で
直
断

　
し
、
死
刑
は
国
王
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
1
8
）
『
続
大
典
』
吏
典
外
官
職
条
、
『
輿
地
図
書
』
忠
清
道
。

（
1
9
）
李
薮
権
前
掲
論
文
、
一
一
〇
～
＝
二
、
一
四
七
ペ
ー
ジ
。

（
2
0
）
監
営
組
織
に
つ
い
て
は
、
李
助
相
「
朝
鮮
後
期
上
級
地
方
行
政
体
制
州
戴
司
刈
身
分
集
団
叫
　
7
1
主
邊
運
営
構
造
斗
行
政
実
務
集
団
到

　
出
身
地
域
9
偏
在
化
」
（
『
湖
南
文
化
研
究
』
二
六
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
2
1
）
『
輿
地
図
書
』
忠
清
道
観
察
営
官
職
条
。
こ
の
ほ
か
「
観
察
使
幕
府
」
（
『
輿
地
図
書
』
同
条
）
と
称
さ
れ
た
都
事
も
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
職

　
は
高
宗
代
に
は
廃
さ
れ
て
い
る
（
李
薮
椹
前
掲
論
文
一
〇
四
～
一
〇
五
ペ
ー
ジ
）
。

（
2
2
）
「
営
吏
六
十
五
人
、
無
定
数
毎
朔
十
一
人
入
番
」
（
『
公
山
誌
』
公
癬
条
、
『
朝
鮮
時
代
私
撰
邑
誌
』
一
五
［
韓
国
人
文
科
学
院
、
一
九
八
九
年
］
所

　
牧
）
。
『
詞
訟
録
』
に
は
「
吏
房
営
吏
」
「
刑
房
営
吏
」
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
る
。
営
吏
が
各
邑
か
ら
立
番
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
李
助
相
『
朝
鮮
後
期

　
斜
郷
吏
』
（
一
潮
閣
、
一
九
九
〇
年
）
一
〇
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
2
3
）
忠
清
監
営
の
営
吏
の
数
は
、
『
輿
地
図
書
』
に
三
七
人
、
『
公
州
監
営
邑
誌
』
（
官
職
条
、
正
祖
代
一
八
世
紀
末
頃
）
に
三
八
人
、
『
公
山
誌
』
（
公

　
解
条
、
哲
宗
一
〇
年
［
一
八
五
九
年
］
頃
刊
）
に
六
十
五
人
（
「
無
定
数
毎
朔
十
一
人
入
番
」
）
と
あ
り
、
鎮
吏
の
数
は
同
じ
く
順
に
五
四
、
＝
七
、

　
八
四
、
営
奴
の
数
は
四
四
、
五
五
、
七
六
で
あ
る
。

（
2
4
）
『
公
山
誌
』
公
癬
条
。



（
2
5
）
獄
訟
を
含
め
た
監
営
司
法
業
務
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
呉
甲
均
『
朝
鮮
時
代
司
法
制
度
研
究
』
（
三
英
社
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
九
五
年
）
第
五
章
「
観

　
察
使
斜
司
法
的
機
能
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
監
営
で
扱
う
詞
訟
に
は
民
か
ら
の
直
接
の
提
訴
．
請
願
以
外
に
守
令
が
観
察
使
に
対
し
判
断

　
を
仰
い
で
く
る
事
案
も
あ
っ
た
。

（
2
6
）
『
古
文
書
』
一
六
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
、
一
九
九
八
年
）
、
所
志
類
四
〇
五
。

（
2
7
）
た
だ
し
守
令
を
経
ず
に
監
営
に
提
訴
・
請
願
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
全
臭
穆
前
掲
論
文
＝
二
～
一
五
ペ
ー
ジ
）
。
か
つ
て
筆
者
が
士
族
家
門
伝
来

　
の
所
志
類
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
対
象
と
し
た
議
送
三
八
件
中
三
一
件
は
守
令
に
も
同
じ
内
容
の
所
志
類
を
提
出
し
て
い
た
が
、
七
件
は
守
令

　
へ
の
提
訴
・
請
願
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
（
拙
稿
前
掲
二
二
ペ
ー
ジ
）
。

（
2
8
）
『
古
文
書
』
一
六
、
所
志
類
四
〇
一
・
四
〇
二
・
四
〇
四
。
甲
戌
年
に
は
暗
行
御
史
に
も
提
訴
し
て
い
る
（
所
志
類
四
〇
三
）
。
一
方
訴
え
ら
れ
た

　
李
道
玄
も
、
対
抗
し
て
甲
戌
年
と
丁
丑
年
に
計
五
通
の
訴
状
を
暗
行
御
史
・
観
察
使
・
公
州
判
官
に
提
出
し
て
い
る
（
『
古
文
書
』
一
七
［
ソ
ウ
ル

　
大
学
校
奎
章
閣
、
一
九
九
八
年
］
、
所
志
類
一
〇
三
一
～
一
〇
三
五
）
。
な
お
、
高
宗
＝
年
甲
戌
に
暗
行
御
史
が
忠
清
左
右
道
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

　
こ
と
か
ら
、
甲
戌
年
は
こ
の
年
、
本
文
議
送
の
庚
寅
年
は
高
宗
二
七
年
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
『
日
省
録
』
｛
口
同
宗
十
一
年
十
月
三
十
日
、
十
一
月

　
初
三
日
条
）
。

（
2
9
）
観
察
使
の
巡
歴
中
に
議
送
を
接
受
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丁
若
錆
の
『
牧
民
心
書
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
大
抵
監
司
巡
歴
之

　
法
、
絶
無
意
味
、
（
中
略
）
毎
入
郡
県
、
受
大
饗
進
大
餓
、
遂
慰
以
臥
、
則
営
吏
在
外
、
受
民
訴
状
、
題
判
唯
意
、
墓
地
之
訟
、
日
査
実
決
給
、
民

　
痕
之
訴
、
日
査
実
措
処
、
並
付
本
官
。
」
（
『
牧
民
心
書
』
戸
典
平
賦
上
）

（
3
0
）
金
仙
卿
前
掲
論
文
一
五
一
ペ
ー
ジ
、
拙
稿
前
掲
二
四
～
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
3
1
）
註
2
9
参
照
。

（
3
2
）
『
古
文
書
』
一
六
、
所
志
類
四
〇
六
、
『
古
文
書
』
一
七
、
所
志
類
一
〇
三
七
。
な
お
、
こ
う
し
た
過
程
で
監
営
が
議
送
へ
の
題
と
は
別
に
守
令
に

　
直
接
甘
結
を
出
し
て
指
示
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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（
3
3
）
『
関
西
総
覧
』
二
、
営
房
各
掌
、
刑
掌
条
。



（
3
4
）
平
安
道
観
察
使
か
ら
国
王
へ
の
報
告
に
「
毎
於
歳
首
、
去
年
内
獄
訟
決
遣
度
数
、
開
録
状
聞
、
已
有
定
式
是
白
乎
　
、
詞
訟
段
別
無
大
段
決
理
者

　
是
白
乎
等
以
、
獄
囚
分
叱
開
録
干
後
（
後
略
）
」
（
『
関
西
啓
録
』
壬
午
正
月
初
十
日
）
と
あ
り
、
重
要
詞
訟
案
件
に
つ
い
て
は
報
告
す
る
こ
と
が
あ
っ

　
た
と
も
と
れ
る
。

（
3
5
）
金
仁
木
｛
前
掲
論
文
二
三
七
～
二
三
九
ペ
ー
ジ

（
3
6
）
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
八
五
年
。

（
3
7
）
内
藤
吉
之
助
編
、
一
九
四
二
年
。

（
3
8
）
朧
江
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

（
3
9
）
『
朝
鮮
民
政
資
料
牧
民
篇
』
解
説
、
『
朝
鮮
民
政
資
料
叢
書
』
解
題
。

（
4
0
）
『
奎
章
閣
韓
国
本
図
書
解
題
続
集
』
史
部
四
（
前
掲
）
一
八
三
～
二
四
四
ペ
ー
ジ
。
全
羅
道
の
『
民
状
置
簿
』
、
慶
尚
北
道
の
『
議
送
抄
概
』
は
『
詞

　
訟
録
』
と
は
書
式
が
異
な
り
、
管
下
郡
県
別
に
記
録
し
て
い
る
。

（
4
1
）
守
令
が
親
録
す
る
よ
う
述
べ
る
牧
民
書
も
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
当
初
の
形
で
、
民
状
置
簿
冊
作
成
が
広
ま
る
中
、
吏
の
業
務
と
し
て
シ
ス
テ

　
ム
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
民
訴
中
、
或
有
可
疑
与
比
常
之
事
、
及
或
欲
愚
籍
官
題
、
自
外
恐
喝
等
事
、
則
毎
留
神
省
察
、
輯
撮
其

　
要
、
親
録
於
空
冊
」
（
「
要
覧
」
決
訟
、
『
朝
鮮
民
政
資
料
叢
書
』
所
牧
）
。

（
4
2
）
金
仙
卿
前
掲
論
文
一
四
六
～
一
四
七
ペ
ー
ジ
。

（
4
3
）
こ
の
点
、
全
昊
穆
前
掲
論
文
二
五
～
二
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
4
）
『
詞
訟
録
』
の
他
の
冊
に
は
「
道
内
各
邑
諸
吏
等
」
が
税
米
上
納
に
関
し
て
観
察
使
に
請
願
し
て
い
る
例
も
あ
る
（
丙
戌
九
月
二
二
日
な
ど
）
。

（
4
5
）
他
の
冊
に
は
前
註
「
道
内
各
邑
諸
吏
等
」
の
ほ
か
「
道
内
儒
生
等
」
「
八
道
薬
商
」
「
三
南
竹
木
工
商
都
班
首
」
「
内
四
郡
裸
商
等
」
「
左
道
牛
皮
都

　
質
」
な
ど
郡
県
レ
ベ
ル
を
超
え
た
諸
階
層
の
組
織
・
結
合
を
う
か
が
わ
せ
る
例
や
、
「
皮
漢
」
「
流
離
盲
人
」
「
妓
生
」
な
ど
周
縁
・
賎
民
層
に
よ
る

　
訴
訟
・
請
願
も
散
見
さ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
「
日
本
人
」
提
出
の
記
事
も
何
件
か
あ
る
。

（
4
6
）
一
四
件
中
九
件
で
姓
に
続
け
て
「
召
史
」
を
称
し
て
お
り
、
常
民
層
以
下
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

2
4



（
4
7
）
山
訟
に
つ
い
て
は
、
全
昊
穆
『
朝
鮮
後
期
山
訟
研
究
』
（
全
北
大
学
校
大
学
院
博
士
学
位
論
文
、
一
九
九
六
年
）
が
詳
し
い
。

（
4
8
）
『
備
辺
司
謄
録
』
高
宗
二
十
五
年
戊
子
九
月
二
十
二
日
、
十
月
二
十
七
日
、
十
一
月
十
四
日
、
十
二
月
初
八
日
条
な
ど
。

（
4
9
）
法
典
で
は
コ
ニ
度
得
伸
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
越
え
て
提
訴
・
請
願
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
（
全
昊
穆
前
掲
論
文
＝
九
九
七
年
］

　
二
一
～
二
五
ペ
ー
ジ
）
。
『
詞
訟
録
』
の
題
辞
に
も
「
健
訟
」
「
煩
訴
」
と
い
っ
た
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
上
京
し
て
中
央
に
提
訴
し
た
後
、
あ

　
ら
た
め
て
監
営
に
議
送
を
出
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
（
戊
子
八
月
二
十
日
）
。

（
5
0
）
宛
先
別
で
は
以
上
の
ほ
か
営
吏
に
指
示
す
る
も
の
二
一
二
件
に
加
え
、
元
告
・
元
隻
に
証
拠
と
な
る
文
券
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
る
題
、
元
隻
に
和

　
解
を
勧
告
す
る
題
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
あ
る
。

（
5
1
）
各
記
事
日
付
を
示
す
と
、
戊
子
七
月
十
三
日
・
二
十
九
日
・
八
月
初
一
日
・
初
二
日
・
初
十
日
・
十
一
日
．
二
十
三
日
．
二
十
八
日
．
九
月
初
四

　
日
゜
初
九
日
゜
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
五
日
・
十
月
初
二
日
・
十
五
日
・
二
十
五
日
・
十
一
月
初
六
日
．
十
二
月
初
五
日
で
あ
る
。

（
5
2
）
こ
の
時
期
の
社
会
状
況
つ
い
て
簡
潔
に
は
、
趙
景
達
『
異
端
の
民
衆
反
乱
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
八
七
～
九
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2
5


